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図表 授業を通じて身に付いた力

たわけではない。通常、高校や大学で
は学びの分野が文系、理系に二分さ
れ、生徒や学生は自分が文理どちら
かに属するという意識を持ちがちであ
る。そのため、同学部のコンセプトは
受験生や高校教員に理解されにくいと
いう問題があった。入試では数学が選
択制で、選択しなかった文系の受験生
については、入学後に数学的な思考を
修得させるためにきめ細かい支援をし
ている。
　新設学部であるため、企業からの
認知度が低いという問題にも直面し
た。「“社会で役立つ力が身に付く”
と謳ったからには、１期生から成果を
出さなければならない」と、教員４、５
人で就職担当チームをつくり、企業向
けの学部紹介パンフレットを制作。就
職支援をキャリア支援の部署に任せる
のではなく、教員自らが企業訪問をし
て、学部のコンセプトやカリキュラムの
特徴を人事担当者にアピールした。ま
た、職員の協力を得て企業人を大学に
招き、授業を公開。学生が研究成果を
英語でプレゼンテーションする様子な
どを見せた。
　「学部教育そのものが、社会で役
立つ力の育成になっている。だからこ

青山学院大学

　2008年度、青山学院大学相模原キャ
ンパスに開設された社会情報学部が
重視しているのは、文理双方の知識を
兼ね備え、社会で発生する多様な課題
を解決できる力だ。企画力を備えたプ
ログラマーや、統計学の手法を用いて
データ分析ができる営業担当者など、
文理融合のスキルを持った人材を育成
している。
　情報科学系科目の統計学、コン
ピュータプログラム、数理科学に、経
済学、経営学などの社会科学系科目、
心理学などの人間科学系科目を加えて
基盤科目とした。これらの知識を基に
実践力を高められるよう、多数の演習
科目がある。
　中でも学生の大きな成長の場となっ
ているPBL科目が「プロジェクト演
習」だ。商品の海外戦略や、学生向け
販売キャンペーンの立案など、企業が
直面している課題の解決にグループで
挑む。課題の提供元となる企業は、東
証一部上場メーカーから学生食堂を運
営する大学の関連法人まで、教員があ
らゆるつてを頼ってかき集めた。

　文系科目、理系科目のどちらか一方
を得意とする学生も、両者が混ざった
授業の中で互いの弱点を補完し合い
ながら課題に取り組むようになる。４
年生による授業評価では８割前後の学
生が、コミュニケーション・スキル、問
題解決力などが身に付いたと回答（図
表）。この値は全学平均と比べても非
常に高い。
　企業や自治体から授業での提案が高
く評価されることもある。学生たちは
「授業で学んだ知識は実際社会で生か
せる」「自分たちの提案が社会の役に
立ち得る」という自信を得ながら、学
びへの意欲と社会への関心を高めてい
る。
　学生を高く評価し、複数年にわたっ
て採用を検討する企業も多く、同学部
は学内トップの就職率を誇る。学部長
の稲積宏誠教授は「文理両方のスキル
と社会で役立つ実践力を身に付けた本
学部の卒業生は、どんな業界・職種で
も活躍できると信じている」と言う。

　同学部は開設当初から順風満帆だっ

文理混成型の授業で
弱点を補完し合う

文理融合の専門教育で育む
「社会で活躍できる力」

そ、特別な場を設けるのではなく、普
段の授業を見学してもらいたいと思っ
た」と稲積教授。
　「文理両方の知識を学べる」という
社会情報学部の特性は、学生の目的意
識の弱さという問題も生んでいる。一
般的に、法学を学びたい学生は法学部
に、情報を学びたい学生は情報学部に
進学する。社会情報学部には、大学で
何を学びたいのか決められず、卒業後
のビジョンも定まっていない学生が多
いという。
　この状況は現在も大きくは変わらな
いが、稲積教授は前向きに捉えてい
る。「入学の時点で明確な目的がなく
ても、授業を通して物事を自分で判断
する力を身に付けていく」。文理双方
の知識・手法と、それを生かす実践力
を育成するカリキュラムによって、当
初は目標をもたない学生であっても、
幅広い学びの中から興味・関心の方向
性は定まるという。

　社会情報学部は、学生募集、就職状
況とも軌道に乗り、教育効果も着実に
上がっている（図表）。それでも、「常
に社会の情勢を見定め、進化し続けな
ければならない。本学部は、動き続け
なければ死んでしまう“マグロ”のよう
なもの。ところが、教員も学生も、開学
当初の緊張感を保ち続けることは難し
い」と、稲積教授は話す。今後は、教
員・学生の活力向上と卒業生とのパイ
プづくりを進める意向だ。
　社会情報学部は「リエゾン」と呼ば
れる学際領域の教育・研究を特徴と
する。教員・学生の活力の向上のため
に、既存の領域からは生み出せない
インパクトのある研究成果を挙げるべ
く、取り組みを進めていく方針だ。
　卒業生には現在、在学生の保護者対
象の懇談会で講演を依頼しているが、

より結びつきを強め、学生と関わる機
会を設ける予定だ。社会で一定の経
験を積んだ卒業生が経験やノウハウを
伝えることにより、学部の学びに対す
る理解を深めさせ、社会に貢献するイ
メージをさらに明確にさせるという。
　社会情報学部は、必ずしも最先端の
研究のみを志向する学部ではない。こ
れは他の多くの大学、学部でも言える
ことだろう。そこでは、教育によって
「社会で活躍できる力」を育てなけれ
ばならない。ポイントは、青山学院大
学社会情報学部がそうであるように、
大学の学問と社会とを結びつけること
である。
　この視点を常に意識し、学部教育の
ブラッシュアップを進めることも重要
になる。社会情報学部のように、不断
の改革を進めることができれば、あえ
てキャリア教育を謳わなくとも、学部
の専門教育の中で学生は育ち、大学・
学部の発展にもつながるはずである。

事 例 ②

学部の特色を
教員チームが企業に説明

青山学院大学社会情報学部は2008年度の開設当初から、
「社会で本当に役立つ力を育成すること」を教育の目的にしている。
企業や自治体が抱える問題に文系、理系の分野を越えて挑む授業を通じて、
学生は社会に関心を持ち、課題解決力を身に付ける。
専門教育がキャリア支援を担う事例として紹介する。

常に社会を見つめ、
学びの内容を改善する
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　● 特集   “　　　　　　　　”  　教育のまなざしで考える、これからのキャリア支援


